
農業リスク診断活動開始！！  農業者の皆さまのお宅にお伺いします
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JA
自己改革
実践中

JAグループ島根

お問い合せ／JAしまね本店 共済部 共済普及企画課　TEL：0853-25-8905

担い手農業者の皆さまへ 
　担い手農業者の皆さまにおかれましては、日頃からJAしま
ねの事業及びJA運営にあたり、多大なるご理解とご協力を賜
り厚く感謝申し上げます。
　さて、JAを取り巻く環境として、信用事業譲渡や准組合員
の事業利用規制など、JAの在り方を根本から変える政府から
の外圧とともに、農協法が一部改正されJAの自己改革が求め
られております。
　自己改革の基本目標の達成に向けて役職員一丸となって取り
組んでいるところでございます。 役職員一同
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〒690-0887 島根県松江市殿町19番地1
TEL:0852-35-9001　FAX:0852-35-9045　http://ja-shimane.jp/

JAグループでは、農業者の皆さまに安心して事業を営んでいただくために、農業を取り巻くリ
スクやその対策をご確認いただけるよう、「農業リスク診断活動」を実施します。

以上のようなリスクは代表的なものですが、他にも「農作業中の死傷」など様々なリスクが存在しています。　
出典：
農林水産省
　「農作業死亡事故調査」
　「農林業センサス」
　「農業構造動態調査」
厚生労働省
　「死亡災害報告」
　「労働力調査」
警察庁交通局
　「交通事故の発生状況」

出典：
農林水産省
「平成28年に発
生した農作業死
亡事故の概要」

農作業中に
トラクターで
転倒した

自然災害で
農作業場が
倒壊した

草刈中に
石を飛ばし
車を傷つけた

【農業を営むうえでのリスクとは…例えば】

農࡞業தの要Ҽผࢮ๢ൃނࣄੜঢ়گ！ ！�0ສਓ͋ͨΓのࢮ๢݅ނࣄ਺
（平成28年） JAの事業計画の策定

組合員の皆さまの「願い・想い」（ニーズ）

組合員の皆さまとの話し合い

地域の活性化

農業者の所得増大・農業生産の拡大

集約

反映

実践

お問い合せ／JAしまね本店 融資部 農業金融課　TEL：0852-35-9036

農業者の所得増大・生産拡大に向けた取り組みを積極的に支援します！
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※2月・8月の利息決算日に島根県農業信用基金協会へ保証料をお支払いただきますが
翌年度にJAバンクがお取引口座に保証料相当額を振込いたします。

೶ܦۀӦにඞཁͳӡసۚࢿに迅速に対応！
都度の申込は不要です！
極度額の範囲内でスピーディーな資金調達が可能！
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平成30年４月２日現在
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詳しくはお近くのJA窓口にお問い合わせください
連絡先／JAしまね本店 融資部 農業金融課　TEL：0852-35-9036
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೶ܦۀӦにඞཁͳӡసۚࢿに迅速に対応！
都度の申込は
極度額の範囲内でスピーディーな資金調達が可能！

迅速に迅速に迅速に
対応！対応！対応！
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※2月・8月の利息決算日に島根県農業信用基金協会へ保証料をお支払いただきますが
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（期間：H30.4～H31.3）
　【対象資金】
　農業近代化資金
　認定農業者支援資金
　農業経営サポート資金​
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今後の有利販売に向けて、中食・
外食産業向けの販売や、ネット
販売の拡充など新たな販路開拓
に努めています。
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平成29年度から担い手農業者の皆さまの
意見や要望を、直接ＪＡの役員がお聞き
する機会を今まで以上に増やしています。

毎年「アグリミーティング」という担
い手への提案イベントを実施し、ＪＡ
グループ総合力を発揮したイベントを
10年継続しています。

経営分析を行いアドバイスすること
で、経営悪化を未然に防止するととも
に、経営発展・所得向上等に向けた取
り組みをしています。

島根県産農畜産物の販売拡大に
向けて、ＪＡ全農グループ、Ｊ
Ａグループ島根、㈱ＪＡアグリ
島根と連携し、商品提案やPR
活動を進めながら販売先を確保
しています。

平成29年度には、全地区本部にＴＡＣ
部署を設置し、毎月発行ＴＡＣかわら
版を活用した提案活動を通して担い手
農業者へ出向く体制を構築しました。

共同購入として銘柄集約や銘柄
変更また農薬の超大型規格の推
進に取り組み、資材価格の低減
に努めました。

機能を絞った60馬力トラクター
を農機メーカーに開発を依頼
し、ＪＡで共同購入することで、
組合員に低価格での供給を実現
しました。

予約体制の確立・銘柄集約によ
る仕入れ価格の低減や紙袋飼料
の手数料を統一し、組合員に還
元しました。
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農業生産資材購買事
業改革

農業生産資材購買事
業改革

実需者のニーズにあった商品の
作付けを提案することにより、
安定した販売と所得向上に努め
ています。
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